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研究成果の概要（和文）：歯周病と内臓脂肪および脂肪肝との関係を明らかにするため、歯周

病治療前後で腹部CT撮影と空腹時採血を行い、内臓脂肪面積、血液検査（肝機能、内臓脂肪産

生のアディポサイトカイン、酸化ストレスマーカー）を測定した。2007年より27名を登録し、

歯周病治療を完了後、腹部CT撮影と採血を施行できた15名を解析した。内臓脂肪面積（治療前

93.5±48.4 （平均値±標準偏差）cm2、治療後94.4±55.1 cm2）、各血液検査項目は歯周病治療

の前後で変化しなかった。 

 

研究成果の概要（英文）：To investigate the relationship between periodontal disease, 

visceral fat and fatty liver, we took abdominal CT scan and fasting blood, and measured 

visceral fat area and blood examination including liver function, adipocytokine produced 

by visceral fat, oxidative stress marker before and after periodontal therapy. We 

registered 27 patients from 2007, and analyzed 15 patients who finished periodontal 

therapy, CT scaning and blood examination. The visceral fat area (before therapy 

93.5±48.4 cm2 (mean ± SD), after therapy 94.4±55.1cm2) and each blood examination did 

not change. 
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１．研究開始当初の背景 

歯周病は歯周病菌による歯周組織の慢性

炎症性疾患であるが、心筋梗塞、狭心症など

の虚血性心疾患、脂質異常症、糖尿病、BMI

など、全身との関係が知られるようになって

きた。これら虚血性心疾患、高脂血症、糖尿

病、肥満の共通の基盤となる病態として内臓

脂肪の蓄積が注目されている。2005年日本人

のメタボリックシンドロームの診断基準、ウ

ェスト周囲径男性85cm以上、女性90cm以上は、
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日本人の内蔵脂肪面積を腹部CTで測定し、

100cm2以上に相当するウェスト周囲径であり、

高脂血症、耐糖能異常、高血圧症を呈し始め

る数値である。内蔵脂肪の蓄積の程度と高中

性脂肪血症には正の相関関係があり、一方、

歯周病罹患時は高中性脂肪血症を呈し、糖尿

病、肥満とも密接な関係があることを考える

と、内臓脂肪の蓄積と歯周病との間には関連

性が予想される。 

内臓脂肪蓄積時には脂肪肝を伴う。脂肪肝

は、肝臓のCT値により定量的に評価できる。

最近、肝硬変へ進行する脂肪肝である非アル

コ ー ル 性 脂 肪 肝 炎 (non-alcoholic 

steatohepatitis：NASH)が知られるようにな

り、通常の脂肪肝からNASHへと変じる機序と

して酸化ストレスが想定されている。我々は

糖尿病患者の歯周病で酸化ストレスのマー

カーである過酸化脂質が高いことを報告し

たが（J Periodontol, 2006）、歯周病は酸

化ストレスを介して、脂肪肝をNASHへと進展

させている可能性も考えられる。このため歯

周病治療の前後で腹部CTによる肝臓の脂肪

蓄積の評価を行うと同時に、血中における酸

化ストレスを評価することも重要である。 

 

２．研究の目的 

歯周病と内臓脂肪および脂肪肝との関係を

明らかにするために、歯周病治療前後で腹部

CT 撮影を行い、歯周病治療により歯周病が改

善した場合、内臓脂肪面積または肝臓の CT

値が変化するのかを検討する。歯周病と内臓

脂肪および脂肪肝との関係を血液生化学的

に解析するために、腹部 CT 撮影と同時に空

腹時採血を施行し、内臓脂肪産生のアディポ

サイトカイン（アディポネクチン、レプチン）、

肝機能（AST、ALT、γGTP）、酸化ストレスマ

ーカー(MDL-LDL)を測定し、歯周病治療前後

で比較する。さらにこれら血液検査データと

腹部 CTの内臓脂肪面積および肝臓の CT値と

の関係を統計的に検討する。 

 

３．研究の方法 

2007年より当院歯周病科を受診した新患

の歯周病患者を同意の上、エントリーし、内

科に紹介。問診、血圧・ウェスト周囲径など

の身体的測定を含む診察、空腹時採血を行い、

当院放射線科で腹部CT撮影を行った後、歯周

病基本治療を開始する。歯周病基本治療終了

後、再び内科受診し、診察、空腹時採血を行

い、放射線科で腹部CT撮影を行う。研究対象

は、基礎疾患の有無を問わない40歳以上70歳

までの男女で、3年間で20〜30名の対象者数

を目標とする。 

内臓脂肪面積測定は、Fat scan（N2 シス

テムズ（株））で、肝臓の CT 値の測定は Osirix

（Osirix 財団）で行う。解析は、SPSS 17 を

用い、数値は平均値±標準偏差で表示し、

群間比較は paired T-test で、単相関は

Pearson’s correlation で 評 価 し 、

p<0.05 を有意とする。 

 

４．研究成果 

2007年より歯周病基本治療を開始し

た27名を登録し、腹部CT検査、血液検査

を行った。2010年3月末までに22名が歯

周病基本治療を完了したが、このうち、

脂質異常症の治療を開始した1名、肝疾

患治療を開始した2名、内科での再検査

を拒否した4名を除外した15名を解析対

象とした。なお、15名のうち、高血圧症

3名、糖尿病1名、狭心症1名、高尿酸血

症1名が以前より内朋治療中であり、歯

周病治療中、治療薬と食事療法の変更は

なかった。 

(1)登録者27名の解析結果 

27名の内訳は、男性12名、女性15名で

平均年齢55.6±10.9歳。表1に身体的測

定項目、内臓脂肪面積及び血液検査の測

定結果を示す。 

 

表1 身体的測定項目その他の測定結果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また表2に歯周病学的評価項目の測定

結果を示す。 

1. 身体的測定項目
BMI（kg/m2） 23.6±3.6
ウェスト周囲径（cm） 83.8±11.0
SBP（mmHg） 137±18

2. 内臓脂肪面積（cm2） 105.6±59.1
3. 血液検査項目

WBC（ /μl） 5622±1574
Hb（g/dl） 14.2±1.1
Plt（×104/μl） 23.2±4.9
総蛋白（g/dl） 7.5±0.4
AST （U/l） 28±10
ALT （U/l） 28±25
γGTP （U/l） 41±42
BUN（mg/dl） 14.5±3.0
Cr（mg/dl） 0.69±0.18
尿酸（mg/dl） 5.6±2.0
総コレステロール（mg/dl） 220±49
HDLコレステロール（mg/dl） 59±16
中性脂肪（mg/dl） 136±91
LDLコレステロール（mg/dl） 133±45
空腹時血糖（mg/dl） 95±11
HbA1c（%） 5.2±0.5
HOMA index 1.3±1.0
アディポネクチン（μg/ml） 6.0±4.1
レプチン（ng/ml） 6.2±5.7
MDA-LDL（U/l） 166±63
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表2 歯周病学的評価項目の測定結果 

 

 

 

 

 次に、内臓脂肪面積とこれらの各測定

結果との相関関係を検討した。内臓脂肪

面積は、BMI、ウェスト周囲径、血圧、

血中ALT、γGTP、尿酸、中性脂肪、HbA1c

、HOMA index（インスリン抵抗性の指標

）と正の相関、HDLコレステロールと負

の相関を認めた。歯周病パラメーターと

の相関関係はなく、また歯周病パラメー

ターとBMIやウェスト周囲径に相関関係

はなかった。 

 

(2)歯周病基本治療を終了した15名の解

析結果 

表3に治療前後の歯周病学的測定項目

の結果を示す。 

表3 歯周病学的評価項目の変化 

 

 

 

 

 

歯周病基本治療によりすべての歯周

病学的評価項目の改善がみられた。 

表4に治療前後の身体的測定項目、内

臓脂肪面積及び血液検査の変化を示す。 

表4 身体的測定項目その他の変化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内臓脂肪面積及び各血液検査項目は歯

周病治療の前後で変化しなかった。 

 

(3)今回の研究結果のまとめ 

歯周病治療により、歯周病パラメータ

ーは改善したが、内臓脂肪面積、各血液

検査項目、肝臓の CT値は変化しかった。

平成 15 年度科学研究費補助金（基盤研究(C)

研究課題「歯周病治療は脳卒中を予防できる

か」における我々の観察では歯周病治療によ

るγGTP の低下を認めたが、歯周病の程度が

今回より悪く、有意差が出やすかった可能性

がある。中等度以上に悪化した歯周病患者、

あるいは歯周病の影響が大きい糖尿病患者

を対象とした study での再評価が必要である。 
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